
(57)【要約】

【課題】内視鏡の高レベル消毒又は殺菌システム及び方

法を提供する。

【解決手段】浸漬対象の第１の部分及び浸漬対象ではな

い第２の部分を有する内視鏡（30）の高レベル消毒又は

殺菌を行うシステム。このシステムは容器を有し、この

容器は、内視鏡の第１の部分を浸漬可能に受け入れるよ

うに寸法決めされると共にその受入れに適した第１の深

皿（12）と、この深皿とは別体であってこれに隣接して

位置し、内視鏡の第２の部分を受け入れるように寸法決

めされると共にその受入れに適した第２の深皿（14）と

、第１の深皿と第２の深皿との間に設けられた壁（48）

と、これら深皿相互間の壁の上方部分に設けられていて

、内視鏡の第１の部分と内視鏡の第２の部分を連結する

管（38）を挿通させることができるトラフ（40）とを有

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 浸 漬 さ れ る よ う に な っ た 第 １ の 部 分 及 び 浸 漬 さ れ な い よ う に な っ た 第 ２ の 部 分 を 有 す る
内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 を 行 な う 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 容 器 の 第 １ の 深 皿 内 へ 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 前 記 容 器 の 別 個 の 第 ２ の 深 皿 内 に 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 第 １ の 深 皿 内 の 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 中 に 浸 漬 す る 段 階
と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い 段 階 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 第 １ の 深 皿 を 蓋 で 覆 う 段 階 を 更 に 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 蓋 は 、 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 の 両 方 を 覆
う こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 深 皿 を 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 封 止 す る 段 階 を 更
に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 コ ン フ ォ ー マ ブ ル シ ー ル を 前 記 蓋 と 前 記 容 器 と の 間 に 介
在 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ の 深 皿 を 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 封 止 す る 段 階 を 更 に 有 し 、 前 記
シ ー ル は 、 前 記 内 視 鏡 が 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 を 通 る 前 記 内 視 鏡 の 周 囲
と 同 形 に な る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 深 皿 内 に 位 置 す る 前 記 内 視 鏡 の 部 分 を 上 方 に
延 び る 突 起 で 支 持 し て 前 記 部 分 を 前 記 第 ２ の 深 皿 の 底 面 よ り も 高 く 位 置 さ せ 、 そ れ に よ り
偶 発 的 に 前 記 第 ２ の 深 皿 内 へ 運 び 込 ま れ る 溶 液 中 に 浸 漬 さ せ な い よ う に す る 段 階 を 更 に 有
す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 と 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の
部 分 を 連 結 す る 管 を 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 に 位 置 す る 壁 に 設 け ら れ た ト
ラ フ 中 に 通 す 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 前 記 第 １ の 深 皿 に 流 体 を 排 出 し て 前
記 第 ２ の 深 皿 を 本 質 的 に 流 体 の 無 い 状 態 に 保 つ 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 は 、 グ ル テ ル ア ル デ ヒ ド 、 オ ル ト
－ フ タ ル ア ル デ ヒ ド 、 過 酢 酸 、 過 酸 化 水 素 、 過 ギ 酸 、 塩 素 又 は 塩 酸 塩 生 成 溶 液 及 び オ ゾ ン
含 有 又 は 生 成 溶 液 の 群 か ら 選 択 さ れ た １ 以 上 の 活 性 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 は 、 グ ル テ ル ア ル デ ヒ ド 又 は オ ル
ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 浸 漬 さ れ る よ う に な っ た 第 １ の 部 分 及 び 浸 漬 さ れ な い よ う な っ た 第 ２ の 部 分 を 有 す る 内
視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 滅 菌 シ ス テ ム で あ っ て 、 容 器 を 有 し 、 前 記 容 器 は 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 浸 漬 可 能 に 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る と 共 に そ の
受 入 れ に 適 し た 第 １ の 深 皿 と 、
　 前 記 深 皿 と は 別 体 で あ っ て こ れ に 隣 接 し て 位 置 し 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 受 け
入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る と 共 に そ の 受 入 れ に 適 し た 第 ２ の 深 皿 と 、
　 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 に 設 け ら れ た 壁 と 、
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　 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 の 前 記 壁 の 上 方 部 分 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 内
視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 と 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 連 結 す る 管 を 挿 通 さ せ る こ と が で
き る ト ラ フ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 第 １ の 深 皿 を 覆 う 蓋 を 更 に 有 す る
こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 蓋 は 、 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 の 両
方 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ト ラ フ の と こ ろ に 設 け ら れ て い て 、 前 記 管 の
周 囲 と 同 形 に な っ て 前 記 第 １ の 第 １ の 深 皿 を 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 封 止 す る よ う に な っ た コ
ン フ ォ ー マ ブ ル シ ー ル を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 前 記 第 ２ の 深 皿 の
下 面 よ り も 高 く 位 置 さ せ 、 偶 発 的 に 前 記 第 ２ の 深 皿 内 へ 運 び 込 ま れ る 溶 液 中 に 浸 漬 さ せ な
い よ う に す る 複 数 の 上 方 に 延 び る 突 起 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 深 皿 の 下 面 と 前 記 第 １ の 深 皿 と の 間 に
設 け ら れ て い て 、 偶 発 的 に 前 記 第 ２ の 深 皿 に 入 っ た 流 体 を 前 記 第 １ の 深 皿 に 排 出 し て 前 記
第 ２ の 深 皿 を 本 質 的 に 流 体 の 無 い 状 態 に 保 つ た め の 排 出 経 路 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 容 器 の 材 料 は 、 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 が グ ル
テ ル ア ル デ ヒ ド 及 び オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド の 群 か ら 選 択 さ れ た 活 性 成 分 を 含 む 場 合 、
前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 に よ る 劣 化 に 対 し て 耐 性 が あ り 又 は 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 を 吸 収 し
に く い こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 シ ス テ ム の 使 用 説 明 書 を 更 に 有 し 、 前 記 使 用
説 明 書 は 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 第 １ の 深 皿 内 の 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 中 に 浸 漬
さ せ 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 前 記 第 ２ の 深 皿 内 に 配 置 し 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２
の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い よ う に す る と い う 指 図 を 含 む こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ト ラ フ の と こ ろ で 前 記 蓋 、 前 記 容 器 及 び 前 記
内 視 鏡 を 封 止 す る エ ラ ス ト マ ー シ ー ル を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 消 毒 液 又 は 殺 菌 液 中 へ の 浸 漬 に よ る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 シ ス テ ム
及 び 方 法 に 関 し 、 特 に 、 液 体 に 敏 感 な 部 分 を 有 す る 内 視 鏡 の 浸 漬 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 徹 底 的 な ク リ ー ニ ン グ に お い て は 、 液 体 消 毒 剤 又 は 殺 菌 剤 溶 液 を 用 い る 内 視 鏡 の 高 レ ベ
ル 消 毒 又 は 殺 菌 が 、 深 皿 （ ベ イ ス ン ） 内 で 行 な わ れ る 場 合 が 多 い 。 深 皿 を か か る 溶 液 で 満
た し 、 溶 液 を こ れ が 十 分 の 濃 度 の も の で あ る か ど う か を 確 認 す る た め に 検 査 す る 。 内 視 鏡
を 溶 液 内 に 浸 漬 さ せ 、 内 視 鏡 の チ ャ ネ ル の 全 て を 溶 液 で 満 た す 。 典 型 的 に は 、 深 皿 を 蓋 で
覆 う る 。 次 い で 、 所 望 レ ベ ル の 消 毒 又 は 殺 菌 を 達 成 す る の に 十 分 な 期 間 、 内 視 鏡 を 溶 液 中
に 浸 漬 す る 。 浸 漬 後 、 殺 菌 剤 及 び す す ぎ 洗 い 液 を 除 去 す る よ う 内 視 鏡 を 処 理 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 く の 内 視 鏡 は 完 全 に 浸 漬 さ れ る よ う 設 計 さ れ て い る が 、 幾 つ か の 内 視 鏡 、 例 え ば 超 音
波 ス キ ャ ナ を 備 え た 内 視 鏡 は 、 水 分 か ら 完 全 に は 封 止 さ れ な い 高 感 度 電 子 回 路 を 有 し て い
る 。 こ れ ら 電 子 回 路 は 、 浸 漬 に よ り 損 傷 す る 場 合 が あ り 、 か く し て 少 な く と も 内 視 鏡 の こ
の 部 分 は 、 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 中 の 浸 漬 に は 適 し て い な い 。 か か る 内 視 鏡 に 関 す る 現 行 の 浸
漬 方 式 で は 、 そ の 高 感 度 部 分 を 深 皿 の 外 部 に 残 し 、 内 視 鏡 の 残 部 を 浸 漬 さ せ る 。 し か し な
が ら 、 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 の う ち 幾 分 か が 内 視 鏡 の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 又 は 管 に 沿 っ て 漏
れ 出 て 電 子 部 分 に 達 し 、 こ れ が 載 置 さ れ て い る 表 面 に 達 す る 場 合 が あ る 。 こ の 溶 液 は ま さ
し く そ の 性 質 に よ り 危 険 で あ り が ち な の で 、 深 皿 か ら の 溶 液 の か か る 放 出 は 、 阻 止 さ れ る
べ き で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 浸 漬 さ れ る よ う に な っ た 第 １ の 部 分 及 び 浸 漬 さ れ な い よ う に な っ た 第
２ の 部 分 を 有 す る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 を 可 能 に す る 。 こ の 方 法 は 、 内 視 鏡 の 第
１ の 部 分 を 容 器 の 第 １ の 深 皿 内 へ 配 置 す る 段 階 と 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 容 器 の 別 個 の 第
２ の 深 皿 内 に 配 置 す る 段 階 と 、 内 視 鏡 の 第 １ の 部 分 を 第 １ の 深 皿 内 の 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 中
に 浸 漬 す る 段 階 と 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い 段 階 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 方 法 は 、 少 な く と も 第 １ の 深 皿 を 、 よ り 好 ま し く は 第 １ の 深 皿 と 第 ２
の 深 皿 の 両 方 を 蓋 で 覆 う 段 階 を 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 方 法 は 、 例 え ば 、 コ ン フ ォ ー マ ブ ル シ ー ル を 蓋 と 容 器 と の 間 に 介 在 さ
せ る こ と に よ り 第 １ の 深 皿 を 第 ２ の 深 皿 か ら 封 止 す る こ と に よ り 、 第 １ の 深 皿 を 第 ２ の 深
皿 か ら 封 止 し 、 シ ー ル は 、 内 視 鏡 が 第 １ の 深 皿 と 第 ２ の 深 皿 と の 間 を 通 る 内 視 鏡 の 周 囲 と
同 形 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 方 法 は 、 第 ２ の 深 皿 内 に 位 置 す る 内 視 鏡 の 部 分 を 上 方 に 延 び る 突 起 で
支 持 し て こ の 部 分 を 第 ２ の 深 皿 の 底 面 よ り も 高 く 位 置 さ せ 、 そ れ に よ り 偶 発 的 に 第 ２ の 深
皿 内 へ 運 び 込 ま れ る 溶 液 中 に 浸 漬 さ せ な い よ う に す る 段 階 を 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 内 視 鏡 の 第 １ の 部 分 と 内 視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 連 結 す る 管 を 第 １ の 深 皿 と 第
２ の 深 皿 と の 間 に 位 置 す る 壁 に 設 け ら れ た ト ラ フ 中 に 通 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 方 法 は 、 第 ２ の 深 皿 か ら 第 １ の 深 皿 に 流 体 を 排 出 し て 第 ２ の 深 皿 を 本
質 的 に 流 体 の 無 い 状 態 に 保 つ 段 階 を 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 適 当 な 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 は 好 ま し く は 、 グ ル テ ル ア ル デ ヒ ド 、 オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ
ド 、 過 酢 酸 、 過 酸 化 水 素 、 過 ギ 酸 、 塩 素 又 は 塩 酸 塩 生 成 溶 液 及 び オ ゾ ン 含 有 又 は 生 成 溶 液
の 群 か ら 選 択 さ れ た １ 以 上 の 活 性 成 分 を 含 み 、 最 も 好 ま し く は 、 グ ル テ ル ア ル デ ヒ ド 又 は
オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の シ ス テ ム は 、 浸 漬 さ れ る よ う に な っ た 第 １ の 部 分 及 び 浸 漬 さ れ な い よ う な っ た
第 ２ の 部 分 を 有 す る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 滅 菌 シ ス テ ム で あ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 容
器 を 有 し 、 容 器 は 、 内 視 鏡 の 第 １ の 部 分 を 浸 漬 可 能 に 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る と
共 に そ の 受 入 れ に 適 し た 第 １ の 深 皿 と 、 深 皿 と は 別 体 で あ っ て こ れ に 隣 接 し て 位 置 し 、 内
視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る と 共 に そ の 受 入 れ に 適 し た 第 ２ の 深
皿 と 、 第 １ の 深 皿 と 第 ２ の 深 皿 と の 間 に 設 け ら れ た 壁 と 、 第 １ の 深 皿 と 第 ２ の 深 皿 と の 間
の 壁 の 上 方 部 分 に 設 け ら れ て い て 、 内 視 鏡 の 第 １ の 部 分 と 内 視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 連 結 す る
管 を 挿 通 さ せ る こ と が で き る ト ラ フ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 好 ま し く は 、 シ ス テ ム の 使 用 説 明 書 を 更 に 有 し 、 使 用 説 明 書 は 、 内 視 鏡 の 第 １ の 部 分 を
第 １ の 深 皿 内 の 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 中 に 浸 漬 さ せ 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 第 ２ の 深 皿 内 に 配
置 し 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い よ う に す る と い う 指 図 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 方 法 及 び シ ス テ ム の 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 、 例 え ば 超 音
波 ス キ ャ ナ を 備 え た 内 視 鏡 の 液 体 に 敏 感 な 部 分 、 例 え ば 高 感 度 電 子 回 路 を 消 毒 液 又 は 殺 菌
液 中 に 浸 漬 さ せ な い よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌
中 、 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 の う ち 幾 分 か が 内 視 鏡 の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 又 は 管 に 沿 っ て 漏 れ
出 て 電 子 部 分 に 達 す る こ と は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 容 器 １ ０ を 示 し て い る 。 こ の 容 器 は 、 内 視 鏡 （ 図 １ に は 示 さ ず ） を 浸
漬 可 能 に 受 け 入 れ る 大 き な 第 １ の 深 皿 １ ２ 及 び 内 視 鏡 の 浸 漬 で き な い 部 分 を 受 け 入 れ る こ
れ に 隣 接 し て 位 置 す る 小 さ な 第 ２ の 深 皿 １ ４ を 有 す る 。 リ ッ プ １ ６ が 、 容 器 １ ０ の 上 方 部
分 を 包 囲 し て お り 、 カ バ ー １ ８ を 密 着 さ せ る こ と が で き る 封 止 面 を 提 供 す る 。 大 き な 深 皿
は 、 円 形 底 壁 ２ ０ 及 び こ れ か ら 上 方 に 延 び る 側 壁 ２ ２ を 有 し て い る 。 当 然 の こ と な が ら 、
他 の 形 状 の 使 用 が 可 能 で あ る 。 小 さ な 深 皿 １ ４ は 、 切 頭 ピ ラ ミ ッ ド の 形 状 を し た 底 壁 ２ ４
及 び こ れ ら か ら 上 方 に 延 び る 側 壁 ２ ６ を 有 し て い る 。 一 連 の リ ブ ２ ８ が 、 底 壁 ２ ４ か ら 上
方 に 延 び て い て 、 小 さ な 深 皿 １ ４ 内 に 位 置 す る 内 視 鏡 の 部 分 を 底 壁 ２ ４ よ り も 高 く 位 置 さ
せ て 小 さ な 深 皿 １ ４ 内 に 入 る 場 合 の あ る キ ャ リ ー オ ー バ 液 中 に そ の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い よ
う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 容 器 １ ０ 内 で 処 理 さ れ る 形 式 の 内 視 鏡 ３ ０ を 示 し て い る 。 こ の 内 視 鏡 は 、 操 作
ヘ ッ ド ３ ４ に 連 結 さ れ た 柔 軟 性 の あ る 挿 入 部 分 ３ ２ を 有 す る 。 こ の 内 視 鏡 は 、 フ レ キ シ ブ
ル チ ュ ー ブ （ 管 ） ３ ８ に よ り 操 作 ヘ ッ ド ３ ４ に 連 結 さ れ た ス キ ャ ナ ユ ニ ッ ト ３ ６ を 更 に 有
し て い る 。 一 般 に 消 毒 プ ロ セ ス 中 、 浸 漬 で き な い の は ス キ ャ ナ ３ ６ で あ る 。 図 ２ に 示 す 内
視 鏡 ３ ０ は 、 浸 漬 の 影 響 を 受 け に く い 部 分 を 有 す る 内 視 鏡 の 一 例 に 過 ぎ な い 。 多 く の 他 の
設 計 は 、 こ の 欠 点 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 内 視 鏡 ３ ０ が ど の よ う に 容 器 １ ０ 内 に 置 か れ て い る か を 示 し て お り 、 ス キ ャ ナ
３ ６ が 小 さ な 深 皿 １ ４ 内 に 位 置 し 、 挿 入 管 ３ ２ 及 び 操 作 ヘ ッ ド ３ ４ は 、 大 き な 深 皿 １ ２ 内
に 位 置 し て い る 。 ス キ ャ ナ ３ ６ と 操 作 ヘ ッ ド ３ ４ と の 間 の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ３ ８ は 、
大 き な 深 皿 １ ２ の 側 壁 ２ ２ と 小 さ な 深 皿 １ ４ の 側 壁 ２ ６ と の 間 に 設 け ら れ た ト ラ フ ４ ０ を
通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ３ ０ の 大 部 分 の た め の １ つ の 深 皿 １ ２ 及 び 内 視 鏡 ３ ０
の 液 体 に 敏 感 な 部 分 の た め の 別 個 の 深 皿 １ ４ を 備 え た 容 器 １ ０ の 構 成 に よ り 、 浸 漬 で き る
内 視 鏡 ３ ０ の 部 分 の 効 率 的 な 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 が 可 能 に な る と 同 時 に 浸 漬 で き な い 内
視 鏡 ３ ０ の 部 分 が 保 護 さ れ る と 共 に 容 器 １ ０ か ら の 消 毒 溶 液 の キ ャ リ ー オ ー バ が 阻 止 さ れ
る 。 ト ラ フ ４ ０ は 実 質 的 に 、 溶 液 が 小 さ な 深 皿 １ ４ 内 に 移 る の を 阻 止 す る の を 助 け 、 リ ブ
２ ８ は 、 た と え 溶 液 が 小 さ な 深 皿 １ ４ 内 に 入 っ て も ス キ ャ ナ 部 分 ３ ６ を 保 護 す る 。 ト ラ フ
４ ０ 及 び フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ３ ８ を 封 止 し て 大 き な 深 皿 １ ２ か ら 小 さ な 深 皿 １ ４ へ の 流
体 の キ ャ リ ー オ ー バ を 一 段 と 制 限 す る た め に ト ラ フ ４ ０ の と こ ろ に １ 又 は 複 数 個 の エ ラ ス
ト マ ー シ ー ル ４ １ を 設 け る の が よ い 。 ト ラ フ ４ ０ と 位 置 合 わ せ 状 態 で 追 加 の シ ー ル ４ ３ を
蓋 １ ８ に 設 け る こ と に よ り 封 止 作 用 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 容 器 ４ ２ の 変 形 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 大 き な 深 皿 ４ ４ は
、 内 視 鏡 の 大 部 分 を 保 持 し 、 こ れ に 連 結 さ れ た 小 さ な 深 皿 ４ ６ は 、 ス キ ャ ナ ３ ６ を 保 持 し
、 壁 ４ ８ が 、 大 き な 深 皿 ４ ４ と 小 さ な 深 皿 ４ ６ を 互 い に 分 離 し 、 こ の 壁 ４ ８ に は 先 の 実 施
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形 態 の 場 合 と 同 様 ト ラ フ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 上 方 に 延 び る 突 起 ５ ２ が 、 ス キ ャ ナ ３ ６
を 小 さ な 深 皿 ４ ６ 内 で 持 ち 上 げ て い る 。 先 の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 貫 通 孔 ５ ４ 又 は 深 い ト
ラ フ が 設 け ら れ て い る の で 、 小 さ な 深 皿 ４ ６ か ら 大 き な 深 皿 ４ ４ へ の 排 液 が 可 能 で あ る 。
か く し て 、 小 さ な 深 皿 ４ ６ 内 に 流 入 す る 液 体 は 、 大 き な 深 皿 内 へ 排 出 さ れ て 戻 る こ と に な
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 容 器 １ ０ は 好 ま し く は 、 所 望 の 消 毒 ／ 殺 菌 溶 液 に よ る 長 期 間 又 は 短 期 間 劣 化 を 生 じ に く
い 材 料 で 作 ら れ る 。 適 当 な 材 料 と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン （ 高 密 度 又 は 低 密 度 ） 、 ポ リ プ ロ
ピ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン （ Ａ Ｂ Ｓ
） 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト （ Ｐ Ｃ ） 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド （ Ｐ Ｅ Ｉ ） 、 ポ リ ス ル ホ ン （ Ｐ Ｓ ）
、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン （ Ｐ Ｅ Ｓ ） 、 ポ リ フ ェ ニ ル ス ル ホ ン （ Ｐ Ｐ Ｓ ） 、 液 晶 ポ リ マ ー （
Ｌ Ｃ Ｐ ） 及 び ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に は 限 定
さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 容 器 １ ０ が 多 数 の 消 毒 及 び 殺 菌 溶 液 と 適 合 性 が あ る よ う に 設 計 す る 場 合 、 幾 つ か の 材 料
、 特 に ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 Ｐ Ｅ Ｉ 、 Ｐ Ｓ 、 Ｐ Ｃ 及 び Ｐ Ｐ Ｓ が よ り 望 ま し い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 或 る 程 度 ま で 選 択 さ れ る 材 料 は 、 当 業 者 に は 理 解 さ れ る よ う に 好 ま し い 形 成 技 術 を 決 定
す る 。 好 ま し い 構 成 方 法 と し て は 、 射 出 成 形 法 、 熱 成 形 法 及 び ト ラ ン ス フ ァ ー 成 形 法 が 挙
げ ら れ る 。 他 の 主 要 な ポ リ マ ー 処 理 方 法 、 例 え ば 回 転 成 形 法 及 び 注 入 成 形 法 を 使 用 で き る
。 ト レ ー の 構 造 を 完 全 に す る と 共 に ト レ ー の 種 々 の 部 分 を 互 い に 連 結 し 又 は １ 又 は 複 数 個
の シ ー ル ４ １ を 取 り 付 け る の に 補 助 的 ポ リ マ ー 処 理 方 法 、 例 え ば 機 械 加 工 法 、 穿 孔 法 、 切
断 法 、 溶 融 結 合 法 及 び 接 着 法 を 用 い る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 作 用 に つ い て の 以 下 の 説 明 は 、 図 １ ～ 図 ３ に 関 し て い る 。 し か し な が ら 、 図 ４ の 実 施 形
態 に 関 す る 作 用 は 、 こ れ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 医 療 手 技 の 実 施 後 、 内 視 鏡 ３ ０ を 製 造 業 者 の
使 用 説 明 書 に 従 っ て 完 全 に ク リ ー ニ ン グ し 、 容 器 １ ０ 内 で の 浸 漬 に 備 え て 準 備 す る 。 典 型
的 に は 、 ク リ ー ニ ン グ は 、 内 視 鏡 チ ャ ネ ル の 遮 断 及 び 漏 れ 検 査 、 例 え ば 酵 素 洗 浄 剤 に よ る
内 視 鏡 外 部 の 手 動 ク リ ー ニ ン グ 並 び に ク リ ー ニ ン グ 用 ブ ラ シ を 受 け 入 れ る の に 適 し た 内 視
鏡 チ ャ ネ ル の 手 動 ク リ ー ニ ン グ を 含 む 。 残 り の チ ャ ネ ル を ク リ ー ニ ン グ 用 洗 浄 剤 で フ ラ ッ
シ ン グ し 、 次 に 内 視 鏡 及 び チ ャ ネ ル 全 体 を す す ぎ 洗 い す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 内 視 鏡 ３ ０ を 適 当 な 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 、 例 え ば グ ル テ ル ア ル デ ヒ ド （ カ リ フ ォ ル
ニ ア 州 ア ー ビ ン 所 在 の ア ド バ ン ス ド ・ ス テ リ ラ イ ゼ ー シ ョ ン ・ プ ロ ダ ク ツ ・ デ ィ ビ ジ ョ ン
・ エ シ コ ン ・ イ ン コ ー ポ レ イ テ ッ ド か ら 商 標 名 Ｃ Ｉ Ｄ Ｅ Ｘ （ 登 録 商 標 ） で 入 手 で き る ） 又
は オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド （ カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ア ー ビ ン 所 在 の ア ド バ ン ス ド ・ ス テ リ ラ
イ ゼ ー シ ョ ン ・ プ ロ ダ ク ツ ・ デ ィ ビ ジ ョ ン ・ エ シ コ ン ・ イ ン コ ー ポ レ イ テ ッ ド か ら 商 標 名
Ｃ Ｉ Ｄ Ｅ Ｘ （ 登 録 商 標 ） － Ｏ Ｐ Ａ で 入 手 で き る ） 中 に 浸 漬 す る 。 他 の 考 え ら れ る 消 毒 又 は
殺 菌 液 と し て は 、 こ れ ら の 過 酢 酸 、 過 酸 化 水 素 、 過 ギ 酸 、 塩 素 又 は 塩 酸 塩 生 成 化 学 溶 液 、
例 え ば 次 亜 塩 素 酸 塩 、 次 亜 塩 素 酸 及 び 二 酸 化 塩 素 、 及 び オ ゾ ン 含 有 又 は 生 成 化 学 溶 液 が 挙
げ ら れ る が 、 こ れ ら に は 限 定 さ れ な い 。 こ れ ら 液 体 の う ち 任 意 の も の の 組 み 合 わ せ を 一 緒
に 又 は 順 次 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 代 表 的 に は 、 溶 液 を 検 査 ス ト リ ッ プ で 検 査 し て こ れ が 所 要 の 効 力 の も の で あ る か ど う か
を 確 認 す る 。 次 に 、 ス キ ャ ナ 部 分 ３ ６ を 除 き 内 視 鏡 ３ ０ の 全 て を 内 視 鏡 の ル ー メ ン の 充 填
具 合 を 最 大 に す る よ う な 仕 方 で 大 き な 深 皿 １ ２ 内 に 配 置 す る 。 ス キ ャ ナ 部 分 ３ ６ を フ レ キ
シ ブ ル チ ュ ー ブ ３ ８ が ト ラ フ ４ ０ を 貫 通 し た 状 態 で 小 さ な 深 皿 １ ４ 内 に 配 置 す る 。 追 加 の
溶 液 を 例 え ば 注 射 器 に よ り 手 作 業 で 内 視 鏡 ル ー メ ン （ 図 示 せ ず ） 中 へ 噴 射 す る 。 代 表 的 に
は 、 ス キ ャ ナ 部 分 を ３ ６ を 浸 漬 と 同 一 レ ベ ル の 消 毒 を 行 な う わ け で は な い 溶 液 で 拭 う こ と
に よ っ て ス キ ャ ナ 部 分 ３ ６ を 処 理 す る が 、 こ れ で 十 分 で あ る 。 と い う の は 、 内 視 鏡 ３ ０ の
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こ の 部 分 は 、 患 者 の 体 内 に は 挿 入 さ れ て お ら ず 、 事 実 患 者 に 接 触 す る こ と は な い か ら で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 蓋 １ ８ を 容 器 １ ０ に 装 着 し 、 内 視 鏡 ３ ０ は 、 所 望 レ ベ ル の ク リ ー ニ ン グ 又 は 消 毒 を 行 な
う の に 十 分 な 期 間 、 浸 漬 状 態 の ま ま で あ る 。 そ の 期 間 の 経 過 後 、 内 視 鏡 を 容 器 １ ０ か ら 取
り 出 し 、 こ れ を 滅 菌 水 で す す ぎ 洗 い し 、 チ ャ ネ ル を ア ル コ ー ル で フ ラ ッ シ ン グ し 、 そ し て
こ れ を 空 気 で パ ー ジ し て チ ャ ネ ル が 乾 燥 状 態 に な る よ う に す る 。 今 や 、 内 視 鏡 ３ ０ は そ の
次 の 使 用 が 可 能 な 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 を そ の 特 定 の 実 施 形 態 と 関 連 し て 具 体 的 に 説 明 し た が 、 こ れ は 例 示 で あ っ て 、 本
発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 範 囲 は 、 先 行 技 術 が
許 す 限 り 広 く 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 浸 漬 さ れ る よ う に な っ た 第 １ の 部 分 及 び 浸 漬 さ れ な い よ う に な っ た 第 ２ の 部 分 を
有 す る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 を 行 な う 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 容 器 の 第 １ の 深 皿 内 へ 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 前 記 容 器 の 別 個 の 第 ２ の 深 皿 内 に 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 第 １ の 深 皿 内 の 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 中 に 浸 漬 す る 段 階
と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い 段 階 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ２ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 第 １ の 深 皿 を 蓋 で 覆 う
段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ３ ） 前 記 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 蓋 は 、 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２
の 深 皿 の 両 方 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ４ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 深 皿 を 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら
封 止 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ５ ） 前 記 実 施 態 様 （ ４ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 コ ン フ ォ ー マ ブ ル シ ー ル を 前 記 蓋 と 前
記 容 器 と の 間 に 介 在 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ の 深 皿 を 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 封 止 す る 段 階
を 更 に 有 し 、 前 記 シ ー ル は 、 前 記 内 視 鏡 が 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 を 通 る
前 記 内 視 鏡 の 周 囲 と 同 形 に な る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ６ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 深 皿 内 に 位 置 す る 前 記 内 視
鏡 の 部 分 を 上 方 に 延 び る 突 起 で 支 持 し て 前 記 部 分 を 前 記 第 ２ の 深 皿 の 底 面 よ り も 高 く 位 置
さ せ 、 そ れ に よ り 偶 発 的 に 前 記 第 ２ の 深 皿 内 へ 運 び 込 ま れ る 溶 液 中 に 浸 漬 さ せ な い よ う に
す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ７ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 と 前 記 内
視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 連 結 す る 管 を 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 に 位 置 す る
壁 に 設 け ら れ た ト ラ フ 中 に 通 す 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ８ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 前 記 第 １ の 深 皿 に
流 体 を 排 出 し て 前 記 第 ２ の 深 皿 を 本 質 的 に 流 体 の 無 い 状 態 に 保 つ 段 階 を 更 に 有 す る こ と を
特 徴 と す る 方 法 。
　 （ ９ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 は 、 グ ル テ ル ア
ル デ ヒ ド 、 オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド 、 過 酢 酸 、 過 酸 化 水 素 、 過 ギ 酸 、 塩 素 又 は 塩 酸 塩 生
成 溶 液 及 び オ ゾ ン 含 有 又 は 生 成 溶 液 の 群 か ら 選 択 さ れ た １ 以 上 の 活 性 成 分 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 方 法 。
　 （ １ ０ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 は 、 グ ル テ ル
ア ル デ ヒ ド 又 は オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ １ １ ） 浸 漬 さ れ る よ う に な っ た 第 １ の 部 分 及 び 浸 漬 さ れ な い よ う な っ た 第 ２ の 部 分 を
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有 す る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 滅 菌 シ ス テ ム で あ っ て 、 容 器 を 有 し 、 前 記 容 器 は 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 浸 漬 可 能 に 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る と 共 に そ の
受 入 れ に 適 し た 第 １ の 深 皿 と 、
　 前 記 深 皿 と は 別 体 で あ っ て こ れ に 隣 接 し て 位 置 し 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 受 け
入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る と 共 に そ の 受 入 れ に 適 し た 第 ２ の 深 皿 と 、
　 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 に 設 け ら れ た 壁 と 、
　 前 記 第 １ の 深 皿 と 前 記 第 ２ の 深 皿 と の 間 の 前 記 壁 の 上 方 部 分 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 内
視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 と 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 連 結 す る 管 を 挿 通 さ せ る こ と が で
き る ト ラ フ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
　 （ １ ２ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 第 １ の 深 皿 を
覆 う 蓋 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
　 （ １ ３ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ ２ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 蓋 は 、 前 記 第 １ の 深 皿 と
前 記 第 ２ の 深 皿 の 両 方 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
　 （ １ ４ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ト ラ フ の と こ ろ に 設 け ら
れ て い て 、 前 記 管 の 周 囲 と 同 形 に な っ て 前 記 第 １ の 第 １ の 深 皿 を 前 記 第 ２ の 深 皿 か ら 封 止
す る よ う に な っ た コ ン フ ォ ー マ ブ ル シ ー ル を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
　 （ １ ５ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分
を 前 記 第 ２ の 深 皿 の 下 面 よ り も 高 く 位 置 さ せ 、 偶 発 的 に 前 記 第 ２ の 深 皿 内 へ 運 び 込 ま れ る
溶 液 中 に 浸 漬 さ せ な い よ う に す る 複 数 の 上 方 に 延 び る 突 起 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ １ ６ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 深 皿 の 下 面 と 前 記
第 １ の 深 皿 と の 間 に 設 け ら れ て い て 、 偶 発 的 に 前 記 第 ２ の 深 皿 に 入 っ た 流 体 を 前 記 第 １ の
深 皿 に 排 出 し て 前 記 第 ２ の 深 皿 を 本 質 的 に 流 体 の 無 い 状 態 に 保 つ た め の 排 出 経 路 を 更 に 有
す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
　 （ １ ７ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 容 器 の 材 料 は 、 前 記 消 毒
又 は 殺 菌 溶 液 が グ ル テ ル ア ル デ ヒ ド 及 び オ ル ト － フ タ ル ア ル デ ヒ ド の 群 か ら 選 択 さ れ た 活
性 成 分 を 含 む 場 合 、 前 記 消 毒 又 は 殺 菌 溶 液 に よ る 劣 化 に 対 し て 耐 性 が あ り 又 は 前 記 消 毒 又
は 殺 菌 溶 液 を 吸 収 し に く い こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
　 （ １ ８ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 シ ス テ ム の 使 用 説 明 書 を
更 に 有 し 、 前 記 使 用 説 明 書 は 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 第 １ の 深 皿 内 の 消 毒 又
は 殺 菌 溶 液 中 に 浸 漬 さ せ 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 前 記 第 ２ の 深 皿 内 に 配 置 し 、 前
記 内 視 鏡 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 浸 漬 さ せ な い よ う に す る と い う 指 図 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
シ ス テ ム 。
　 （ １ ９ ） 前 記 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ト ラ フ の と こ ろ で 前 記 蓋
、 前 記 容 器 及 び 前 記 内 視 鏡 を 封 止 す る エ ラ ス ト マ ー シ ー ル を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
シ ス テ ム 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 浸 漬 で き な い 部 分 を 有 す る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 を 行 な う た め の 本 発 明
の 容 器 シ ス テ ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 容 器 シ ス テ ム 内 で の 消 毒 又 は 殺 菌 の た め の 内 視 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 容 器 シ ス テ ム の 一 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 浸 漬 で き な い 部 分 を 有 す る 内 視 鏡 の 高 レ ベ ル 消 毒 又 は 殺 菌 の た め の 本 発 明 の 容 器
シ ス テ ム の 変 形 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ０ 　 容 器
　 １ ２ ， １ ４ 　 深 皿
　 １ ６ 　 リ ッ プ
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　 １ ８ 　 カ バ ー
　 ２ ８ 　 リ ブ
　 ３ ０ 　 内 視 鏡
　 ３ ２ 　 挿 入 部 分
　 ３ ４ 　 操 作 ヘ ッ ド
　 ３ ６ 　 ス キ ャ ナ ユ ニ ッ ト
　 ３ ８ 　 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ
　 ４ ８ 　 壁

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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